
【４】特別警報・J アラート・交通ストの対応

暴風警報（特別警報）発令時の生徒の登校について

愛知県全域または西部または尾張東部（※１）または名古屋市または春日井市という地域名で暴風警報

（特別警報）が発令された場合、生徒は自宅待機。

（※１：名古屋市、春日井市、小牧市、尾張旭市、瀬戸市など）

　ただし、上記の地域名では警報が発令されず、自宅・通学経路地域に警報が発令されているなど、登校が

困難な場合は、状況を判断して登校しなくてよい。（連絡はすること）

１　登校する以前に暴風警報が発令されている場合

　　　　　　　　　　　　登校する（授業がある）かどうかの判断基準

⑴　午前６：40までに「名古屋市」「春日井市」の暴風警報が、ともに解除された場合は、平常通り登

　校（授業を実施）する。

⑵　午前６：40～午前 11：00に

　　「名古屋市」「春日井市」の暴風警報がともに解除された場合は、警報解除　２時間後　学校に集合

　　（ＳＴ点呼）。

　　→例えば午前 10：30 に解除になった場合は、午後 12：30 までに登校。

　　　授業については登校後指示。昼食は必要に応じて用意。

⑶　午前 11：00以降も「名古屋市」「春日井市」の暴風警報のどちらかが継続されている場合は、そ　

　の日の授業を中止し休校とする。

※　前記、⑴⑵の場合、通学路の冠水・河川の増水により登校が危険なときや交通機関の途絶等により登校

が困難な場合は無理に登校しなくてよい。

　　ただし、そのことを学校に連絡する（出席は考慮する）。

※　自宅地域の暴風警報が解除されていても、学校所在地付近「名古屋市」「春日井市」のどちらかに暴風

警報が出ていれば登校しない。

　「名古屋市」「春日井市」の暴風警報が両方解除されても自宅地域の暴風警報が継続中であれば登校しない。

２　【特別警報】が発表された場合の対応については 12 頁に示す。

３　登校後に暴風警報等が発令された場合は、学校で指示する。

４　天気予報等をよく確認し、むやみに学校に電話しないこと。
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特別警報および地震発生等への対応

　特別警報とは、その地域では数十年に一度と思われる大規模な災害の発生が切迫しているときに発令され

る防災情報である。大雨、大雪などの気象現象によるものの他に「大津波警報」「噴火警報」「緊急地震速報

（震度６弱以上）」などがある。

１　在宅時、登下校時、在校時に「特別警報」が発令された場合

　⑴　生徒は、携帯端末や、テレビ、ラジオのニュース、校内放送等により「特別警報」の発令を伝達され

た時は、ただちに自分の命を守る行動をするように心がけるようにする。特別警報発令中は授業は行わ

ない。

　⑵　特別警報が発表される場合は、地震の場合を除き、その前に注意報、警報が出されているので、事前

に注意報が発令された場合は、学校外では携帯端末やテレビ、ラジオのニュース、学校内では校内放送

等により情報収集し、警報発令に備える。

　⑶　授業の再開は特別警報が解除された翌日からとする。ニュース・きずなネット、学校ＨＰを閲覧し確

認すること。

　⑷　大規模な災害により交通機関の途絶、道路の寸断、家屋に被害等があり、登校が危険な場合、安全が

確認できるまでは登校しない。その際、災害用伝言ダイヤルを使用し、学校に報告する。

２　「南海トラフ地震に関する情報（臨時）」が発表された場合

　　南海トラフ地震に関連する情報は定例と臨時があり、南海トラフ沿いに異常現象があったときに、臨時

情報が発表される。大規模地震に日頃から備えておく。

　授業は原則として通常通りとするが、危険が切迫している場合は無理をせず、きずなネット・学校ＨＰ

で確認し、学校に連絡する。

３　緊急地震速報（警報）が発表された場合

　⑴　窓ガラスから離れる、机の下に身を隠すなど、大規模地震発生に備え、ただちに自分の命を守る行動

をする。

　⑵　大規模地震が発生した場合、特別警報に準じてニュース・きずなネット・学校ＨＰで情報の収集をし

て確認すること。授業は安全確認後に再開する。学校、通学地域に被害が及んでいる場合は授業は中止

とする。

　＊　災害用伝言ダイヤルの録音方法

　　　171　→　１　→（市外局番から自宅の電話番号）→　録音
　　　　　 ガイダンス　ガイダンス　　　　　　　　　　　　　 ガイダンス

　＊　災害用伝言ダイヤルの再生方法

　　　171　→　２　→（市外局番から自宅の電話番号）→　再生
　　　　　 ガイダンス　ガイダンス　　　　　　　　　　　　　 ガイダンス

　★携帯電話端末の災害用伝言板も活用すること。

　★日頃から家族の避難場所、連絡方法を話し合い、決めておくこと。
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Ｊアラートのミサイル発射情報

自宅待機

Ｊアラートによりミサイルが日本上空を通過し、もしくは、

それ以前に日本の領海外に落下したことが確認

各自、登校する

Ｊアラートのミサイル発射情報

自宅待機

Ｊアラートによりミサイルが日本の領土、

領海内に落下したことが確認

自宅待機の解除、その後の対応については

学校より発信（連絡）をする

自宅待機

Ｊアラートのミサイル発射情報

自宅待機

Ｊアラートによりミサイルが日本上空を通過し、もしくは、

それ以前に日本の領海外に落下したことが確認

各自、登校する

Ｊアラートのミサイル発射情報

自宅待機

Ｊアラートによりミサイルが日本の領土、

領海内に落下したことが確認

自宅待機の解除、その後の対応については

学校より発信（連絡）をする

自宅待機

弾道ミサイル発射によるＪアラートの緊急情報が
発信された場合の取り扱いについて

　なお、愛知県にＪアラートの情報が発信されるのは、「中部・近畿・中国地方」への落下または通過が予

想される場合である。Ｊアラートの情報が愛知県に発信されなかった場合は、平常通り授業を行う。

〈登校前（登校中）の場合〉

⑴　Ｊアラートの情報が発信され、ミサイルが日本の領土・領海外に落下した場合

⑵　Ｊアラートの情報が発信され、ミサイルが日本の領土・領海内に落下した場合
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被害にあったとき

加害や事故をみたとき

連絡先

ひ   がい

か　がい じ　　こ

れん らく さき

ひと
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